
平成３０年６月末現在
群  馬  労  働  局

1 1 2 4 -2 
58 126 26 101 14 17 3 345 262 83

12 45 4 19 4 2 86 78 8

1 1 2 3 -1 
3 3 3
27 32 8 19 7 8 2 103 93 10

5 8 2 3 18 18
1 1 1

27 71 9 34 3 7 1 152 128 24
1 1 1

26 63 8 30 3 7 137 111 26
1 1 1

2 1 1 1 1 1 7 18 -11 
2 1 3 2 1

85 164 23 71 28 19 24 414 366 48
1 -1 

25 45 5 28 4 4 5 116 114 2

7 15 1 3 1 2 1 30 23 7
医療保健業・

社会福祉施設 12 36 5 9 10 6 3 81 73 8

1 6 1 2 4 14 8 6
4 1 2 2 1 10 8 2

199 395 68 225 53 52 31 1,023 870 153
1 2 1 2 1 1 8

194 328 62 174 50 36 26 870
3 -1 -1 2 -1 2
5 67 6 51 3 16 5 153

災害の種類別
高崎 前橋 桐生 太田 沼田 藤岡 中之条 群馬局計 前年同期 増減

56 66 14 48 17 12 14 227 192 35

7 2 3 2 1 15 8 7

2 4 3 9 13 -4 

3 6 7 1 1 18 18
1 -1 

4 13 2 21 2 1 2 45 44 1

5 4 2 2 13 12 1
1 1 2 2

9 30 6 12 3 1 61 59 2

8 36 2 11 1 2 60 58 2

　３　下の表は災害の種類別で、特に項目を設定して集計しています。

注１　この表は、死亡及び休業４日以上の労働者死傷病報告を集計しています。
  ２　各項目の下欄は死傷者数合計、上欄は死亡者数で下欄の数の内数です。

建設機械災害

クレーン・玉掛災害

外国人の災害

公共工事の災害

交通労働災害

荷主先災害

転倒災害

食料品加工用機械災害

増　　減

災害の種類別・署別

通 信 業

旅館・ホテル業

計

前年同期

木造家屋等建築工事

交通運輸・貨物取扱業

道路貨物運送業

 林　業

 上記以外の事業

卸売業・小売業

前年同期 増減

 製造業

食料品製造業

 鉱　業

 建設業

平成３０年　労働者死傷病報告受理件数表

　　　　　　署別
業種別

高崎 前橋 桐生 太田 沼田 藤岡 中之条 群馬局計
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発生月 年 齢

発生時間帯 性 別

労 働 者 数 職 種

２月 50歳代

13時頃 男

16人 作業者

３月 50歳代

12時頃 男

24人 作業者

３月 30歳代

10時頃 男

12人 工場長

３月 70歳代

11時頃 男

3人 警備員

３月 50歳代

17時頃 男

68人 運転手

３月 60歳代

14時頃 男

1人 作業者

６月 30歳代

11時頃 男

8人 技能者

１月 60歳代

10時頃 男

3人 大工

２月 60歳代

16時頃 男

70人 作業者

４月 20歳代

14時頃 男

50人 管理者

平成30年 死亡災害事例（建設業以外）

2
　太陽光発電設備の造成工事現場において、立木の
伐採作業に従事していた被災者が、胸高直径28ｃｍ
の伐倒木の下敷きになっているのを発見された。

民
間

崩壊・倒壊 立木等

1
　歩み板等のない屋根上で古いポリカーボネート波
板を剥がす作業をしていたところ、波板を踏み抜
き、約3.7ｍ下の浄化槽に墜落しておぼれた。

民
間

おぼれ 屋根

激突され 立木等

その他の接
客娯楽業7

3

　機械用の空調機ユニット（縦3.8m×横1.6m×高さ
2.6m、重さ2.9ｔ）を、２個の台車を用いて４人で手
押し運搬中、手元で監督員として誘導作業をしてい
た被災者の方向に同ユニットが倒れ、下敷きになっ
た。

民
間

崩壊・倒
壊

　県道の橋上において、橋継ぎ部等の改修工事に伴
う車線規制が行われていた。車線規制の中程の路側
帯で交通誘導を行っていた被災者が、前方不注意の
乗用車に跳ね飛ばされた。

その他の
一般動力
機械

機械装置

3

　スクラップベーリングプレスのピット内（スク
ラップを圧縮成形する箇所）に立ち入り、詰まった
スクラップ材を取り除いていたところ、当該プレス
が起動し、蓋が閉まり、ピット内にいた被災者がは
さまれた。

はさまれ・
巻き込まれ

その他の
製造業

その他の
金属加工
機械

6

交通事故
（道路）

1

事故の型別 起因物別

窯業土
石製品
製造業

乗用車、
バス、
バイク

4

災 害 の あ ら ま し 業  種

その他の
廃棄物処
理業

2

番
号

　コンクリート二次製品の出荷前作業で使用する機
械を清掃していたところ、機械と機械可動部（プッ
シャー）の間に身体をはさまれた。

はさまれ・
巻き込まれ

平成30年 死亡災害事例（建設業以外）

はさまれ・
巻き込まれ

　ガラス繊維製のタテ糸を直径10.5ｃｍの鉄心
（ビーム）に巻く作業において、手が糸とともに巻
き込まれた。

分類不能

　２名で立木の伐倒作業中、伐木者が偏心木（胸高
直径30cm、樹高22m）をチェーンソーを使用して伐倒
したところ、伐倒予定方向からずれ、倒れた先にい
た被災者に伐倒木が激突した。

その他の
林業

その他の
一般動力
機械

　被災者が、パラグライダーでフライト中、キャノ
ピー（布製の翼部）が窄まり、約30ｍ上空から地面
に墜落した。

警備業

墜落・転落

平 成 30 年 6 月 末 現 在

群 馬 労 働 局

5
　高速道路上において、大型トラックが、渋滞によ
り減速した大型観光バスに追突した。

道路貨物
運送業

交通事故
（道路）

トラック


